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三音節語を中心にして

遠 藤 由里子

L
 中国語①は声調言語であるといわれる。声調は中国語において、語構成上、

重要な要素を成しているからである。しかし、単語あるいは文の中のある音

節がその固有の声調を失い、比較的軽く短く発音される現象がある。その現

象を軽声という。②

 軽声は、文法的な場面に現れる軽声と、語彙的な軽四とがある。

文法的な場面に現れる軽声とは、

 1）語気助詞 '“喝、咀、呪、口阿”など

 2）構造助詞  't地、得、的”など

 3）動態助詞  “了、着、辻”など

 4）名詞・代名詞接尾辞 “子、美、巴、広、伯”など

 5）趨向動詞 “（出）去、（回）来、（鉋）逃去”など

 6）方位接尾辞  “上、下、里、面、迄”など

 7）重ね型動詞の第二音節

などが主なものであり、いずれも文や単語の付属成分であり、常に軽声に読

まれる。

 一方、語彙的軽声は文法的な場合とは異なり、強い法則性というものが認

められない。③

 軽声は二音節単語の後ろの音節に多く現れるが、上記の文法的な場面に現

れる軽声のように一音節語にも現れ、また三音節以上の語にも現れる。
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ll tl

 中国語の発音基準は『現代双屠洞典』 （以下『現双』と略称）④に拠るべ

きであろう。よって、吟声語についても『現下』から拾集し、検討を行うべ

きであるが、この『現双』から軽声語と几化語を黒暗した『普通活吟声洞黒

化洞江端』（以下『江錦』と略称）⑤を暫時拠り所としたい。

 『？〔錦』では、『現双』から軽声語を取捨選択する際の基準を以下のよう

に定めている。

 1．“子、美、fi］”などの接尾辞がついたもの、重ね型名詞、 A里AB型

  となるような規則的に現れる軽軽語は採用しない。

   例：稟子、石美、我伯、凋凋、花里胡哨。

 2．常用されない語は除く。  例：愛寓言。⑥

 3．既出の軽輩語を含む語は、同じく軽声である場合は採用しない。

   例：“招女婿”の‘1婿”は既出“女婿”の“婿”と同じく軽声である

     ため“招女婿”は載せない。⑦

 4．『現身』で同音同義であるが用字が異なる語の揚馬、具体的な語義解釈

  を有する方を採用する。

   例：“糟踏”と“糟囁”は同音同義であるが、具体的語義解釈を有す

     る後者を採用。

 5．『現双』で用字は同じである示、四声と非軽声では語義が異なる場合、

  軽声・非軽声掛読の語とはせず、軽声の方を採用する。

   例：“琢磨”は“zhu6・mo” （熟慮する）を採り、非軽声の“zhu6

      m6” （彫刻し磨く）は採らない。

 以上の基準で『野手』から選択された軽声語は二音節語1192例、三音節

語87例、四音節語3例、計1282例である。しかし、これで『現双』所収四

声語のうち、上記選択基準に適う軽四語を全て網羅しているわけではなく、

少なからず遺漏が認められるが⑧、本ノートでは、『江：翁』が選択した1282

例を罵声語を考察する上での一つの手懸りとし、そのうちの三音節四声語87

例がどのような語構成となっているか、若干の考察を行う。

ll 一2

 三音節軽声語において軽声は、第二音節に現れる場合、第三音節に現れる

場合、第二・第三音節に現れる場合とがある。以下、罵声が現れる音節箇所
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によって三グループに分類し、順に見てゆく。

m．

第二音節に鼻声が現れる語

          （通しNo、漢字表記、ピンイン表記⑨、語義の順）

一
U
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
l
U

リ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

リ

眼
凌
鼓
鋼
盤
体
紙
確
指
指
窩
狗
蝸
覚
生
派
干
酒
糖
紅
得
眼
代
草
燈
馳
枳
倦

痢
激
浪
璃
璃
璃
璃
璃
栂
栂
肢
巴
什
囹
花
士
萄
萄
萄
里
不
利
腱
拉
巴
意
巴

疽
泳
抜
破
破
破
破
破
大
二
央
恰
恰
國
落
名
葡
葡
葡
山
少
勢
土
鳥
稀
下
多

01

O2

O3

O4

O5

O6

O7

O8

O9

P0

P1

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

Q0

Q1

Q2

Q3

Q4

Q5

Q6

Q7

ba ． Iaytinr

brng ・ ji！ing

b6 ． langgti

bo ． Iigang＠

b6・lis工

b6 ． litX

bo ・ lizhi

bo ． I izhuan

dti ' mtizhl

br t muzhvi

gs 一 zhiwd

h益。bag6u

hb ・ shim5

hU ' lunjitio

lub ． huasheng

ming ' shipbi

p6 ． taogan

P丘●t60ji百

pti ． tAotang

shan ． I ih6ng

sh50 ' bud6

shl ． Iiy5n

tif ． xlngqi

W血●lac首O

x工●baltin

xih ' yish-i

xiang ． ba150r

瞼の傷跡

アイスキャンディ・・一…、

でんでん太鼓

強化プラスチック

ガラス繊維、ナイロン糸

ガラス体

セロファン紙

ガラスタイル

親指

人差し指

わきの下

チン（動物）

食用ガエルの一種

一晩ぐづすり寝る

落花生

自由に生きているインテリ

干しぶどう

ワイン

ブドウ糖

サンザシ（植物）

少なくなるはずがない

権力にこびる性質'

泥臭い

靴の保温用に入れる草

粉々なさま

潜在意識

田舎者
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軽声語ノートー三音節語を中心にして一

28小栂指 xi益。・muzhi
29  イ印ノY叉    y互ng●bacha

30  一ノト効）し  y：［・gejinr

31勉学芦  y6u・hulti

32 奈雪菜  zS・huocbi

33 奈四面几 zA・huomitinr

34 中下押  zh6ng・muzhi

小指

大の字に寝ること

ひたすら

エンマコオロギ

残り物で作ったおかず

大豆を混ぜたトウモロコシの粉

中指

以上34例を造語構成法によって分類すると以下のようになる。

皿：一1

●○●型：三音節で一形態素のもの（○は軽声音節、●は非軽声音節を示す）

  02泳激凌⑪

：皿一2

●0／／●型：●○型二音節の後に単音節が接合されたもの

 ①修飾型［修飾語／／被修飾語］

 01 珊珊〃眼几

 06破璃〃体

 13脚半〃蜴

 18葡萄〃酒

 23土腹〃『
 32 朶和〃菜

②並列型

 25二巴〃姓

03男浪〃鼓

07破璃〃紙
14 國囹〃覚

19葡萄〃糖
24 島拉〃草

33 朶和〃面

04破璃〃綱

08破璃〃確
16 名士〃派

20 山里〃虹

27 多巴〃姥几

5
1
7
5
9
臼
0

0
i
⊥
4
⊥
9
畠
3

破璃〃望

央肢：〃窩

葡萄〃干

勢利〃眼

一As 1／ 1hJL

 ●○〃●型では、“25稀巴〃燈”以外は全てが修飾型である。また、上記23

例の二音節部分の第二音節は全てが軽声であるが、そのうち

   03 披浪 '一11 央肢   13 恰什   20 山里

   23 土州   25 二巴   27 一多巴   30 一介

   32・33染和
は『現双』では単語として記載されていない。即ち、それぞれ他の形態素を

加えてはじめて単語として単子され、三音節吟声語となる。

   14 平等   16名士
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は『現双』ではそれぞれ“htiltin”、‘‘mingshi”とピンイン表記され、語

義を変えずに非軽声である。他の形態素“覚”“派”が後置され、第二音節

が無声へと変化した。

 残り11例の二音節部分

   01疽痢    04．05・06●07●08破璃    17●18●19葡萄

   22勢利  24鳥拉

は『現双』では全て二音節軽声語として記載されている。元来が二音節軽声

語であるが、単音節を後置することによってそれぞれが三音節軽声語となっ

た。

 ●○〃●型23例の語構成による分類は次の通りである。

 1．《二音節部分が単用されない》三音節軽声語：

                  10例（修飾型9例、並列型1例）

 2．《二音節部分が軍用される軽声語の》三音節軽声語：

                        ll例（修飾型Il例）

 3．《二音節部分が単用される非軽率語の》三音節軽声語＝

                         2例（修飾型2例）

皿1．3

●〃○●型：○●型二音節の前に単音節が接合されたもの

 ①動二型［動作・行為〃それに関連する事物］

  15落〃花生
 ②動二型［動作・行為〃その結果］

 21少〃不得
③修飾型

 09大〃栂・指

 28 小〃栂指

29  イ印〃ノY叉

10 二〃栂指

31油〃萌芦
 ●〃○●型では、“15落花生、21少不得、

造語構成である。

 また、この10例に含まれている二音節部分は‘‘29八叉”のみ那『現収

』に単語として記載されていない。“仰”を前置することによって単用しう

る三音節軽声語である。

 “21不得”は『現双』に記載されてはいるが、これも動詞を前置しては

12吟〃巴狗  26下〃意i只
34 中〃栂指

   29仰八三”以外は修飾型の
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じめて機能する補語である。

 “31萌芦”は本来の発音は“hti・lu”、語義は「ヒョウタン」であるが、

これに“油”という形態素が加わったことによって発音は“（y6u）・hulゴ、

語義は「油のように光り、ヒョウタンのように腹の太いコオロギ」へと変化

した。

 “26琴平”は、もともと第二音節が軽声となる二音節軽声語であるが、

“下”を前置することによって第一音節が軽声へと変化（“・hu！ti”）した。

  09大〃栂指  10二〃栂指  28小〃栂指  34中〃栂指
の“栂指”、 “12恰〃巴狗”の“巴狗”、 “15落〃花生”の“花生”は

『現双』では非軽四である。即ち、他の形態素“大” “二”“小”“中”

“吟”“落”をそれぞれ前置することによって“栂”“巴”“花”が軽声へ

と変化した。⑫

 ●〃○●型10例の語構成による分類は次の通りである。

  1．《二音節部分が単用されない》三音節軽声語：

                 3例（動補型2例、修飾型1例）⑬

  2．《二音節部分が単三される軽声語の》三音節軽声語：

                       1例（修飾型1例）

  3．《二音節部分が単三される非軽声語の》三音節蝉声語：

                 6例（動判型1例、修飾型5例）

IV．

第三音節に軽声が現れる語

35 聖地里

36 不見得

37 不由得

38布三吉
39場面上
40牟筆勢
41打押割
42打埋伏『

43打前失
44大師傅

an虚・ユi

btijitin ・ d6

b痘y6u・de

btila ・ ji

ch5ngmibn ． shang

chebti ' shi

d5jiao ． dao

d5mEi ' fu

dtiqi6n ・ shi

dashエ・fu

こっそり

～とは思えない

許さない、覚えず

ワンピーース

世間、交際の場

車夫、御者

付き合う、相手にする

待ち伏せをする、伏せておく

（馬、ろばが）前脚をつまずく

僧侶に対する尊称
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5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
7
8
9
0
1
2

4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
6
6
7
7
7

大学生

倒胃口

几嬉如兀

灌米湯

假怪怪

脚后眼

老大娘

老大苓

老頑固

留地歩

女主人

惹是非

撒吃捧

艘夫人

上年妃

使眼色

導爆代

悪日乎

天知道

下確聞

小羊猛

小娘如

小学生

新娘如兀

行方便

有意淑

daxu6・sheng

d首ow～｝i・kou、

6rxi●fur

guanml●tang

ji巨Xlng・xlng

ji活ohδu・gen

l首oda・nihng

l益odき・y6

1益OW6n。9む

li丘d士．bu

n銭zh近●ren

r6sh士・fei

sayi・zheng

s50f且●ren

shtingnifin・ji

shiy巨n●s6

ttink6u・qi

tきojin・hu

tianzhl・dao

ti首ji●li
  ソ        

xlaosuan●pan
xi～重oxi。fu

xi50xu6・sheng

xlnxf・fur

xingfang・bian

y6uyi。shi

歳の大きな学生⑭

うんざりする

息子の嫁

うまい言葉で迷わせる

もっともらしい様、偽善的な

かかと

おばあさん

おじいさん

頑固者、石頭

余裕を残している

奥さん

物議をかもす

寝言を言う、就寝時に暴れる

友人の妻に対する尊称

歳をとる、老いる

目くばせする

探りを入れる、打診する

関係をつける、とりいる

神のみぞ知る、誰も知らない

レイテツ（植物）

ケチな算段、身勝手な計算

若妻

年の幼い学生⑮

花嫁、新婦

便宜をはかる、融通してやる

意識している、意識的に

以上36例を造語構成法によって分類すると以下のようになる。

Ar-1

●●○型：三音節で一形態素のもの

  38布拉吉⑯
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IV-2

●●〃○型：・●●型二音節の後に単音節が接合されたもの

 ①付加型

  35 暗地〃里   39 場面〃上

 ②並列型

  44大師〃傅
3例とも二音節部分の第二音節は非軽声であるが、“35暗地”は『現双』

には記載されず、“39場面”は“場面上”の場合と同じく非軽挙であるが

語義は「場面、情況」であり、“44大師”は語義を変えずに非軽声である。

 ●●〃○型3例の語構成による分類は次の通りである。

  1．《二音節部分が単用されない》三音節軽四語：

                       2例（付加型2例）⑰

  2．《二音節部分が単用される非軽声語の》三音節軽声語：

                       1例（並列型1例）

IV-3

●〃●○型：●○型二音節の前に単音節が接合されたもの

 ①付加型

  53 老〃頑固

 ②動賓型

  41打〃三道  42打〃埋伏  43打〃前失  46

  48灌〃野幌  54 留〃地歩  56惹〃是非  57

  59 上〃年妃  60使〃眼色  61探〃口引  62

  63天〃知道  71行〃方便  72有〃意恢
 ③修飾型

  36不〃見得  37不〃由得  40牟〃一把勢  45

  47JL〃嬉二野49假〃慢梶  50脚〃平銀  51
  52老〃大門  55女〃主人  58艘〃如人  64

  67小〃算盤  68小〃嬉如  69小〃学生  70

倒〃胃口

撒〃吃捧

套〃近乎

大〃学生

老〃大層

鉄〃漢黎

新〃嬉如兀

 上記32例にそれぞれ含まれている二音節部分は全て第二音節が軽声であ

るが、そのうち、

   43 前失   57 吃彗争
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軽声語ノートー三音節語を中心にして一

は『現双』には単語として記載されていない。それぞれ形態素“打”“撒”

を前置することによってはじめて単用され、三音節軽声語となる。

   46 胃口   49捏慢   50 后眼   51大娘

   54地歩   56 是非   59 年妃   60 眼色

   71方便
は『現双』では全て語義を変えずに非債声であり、他の形態素を前置するこ

とにより、第二音節が雨声へと変化した。残りの21例はもともと第二音節

が軽声の二音節四声語である。

 ●〃●○型32例の造語構成は次の通りである。

  1．《二音節部分が単用されない》三音節軽声語：2例（動賓型2例）

  2．《二音節部分が単用される軽声語の》三音節軽声語：

           21例（付加型1例、動賓型7例、修飾型13例）

  3．《二音節部分が単用される三三声語の》三音遍身声語：

                  9例（動賓型6例、修飾型3例）

V
第二・第三音節に軽声が現れる語

  65小姑子 xi50・gロ●zi

  66小叔子 xitio'・shロ●zi

  73 巴不得 ba・bu・de

  74大師傅 db e shi・fu

  75怪不得 gutii・bu・de

  76諮出去hu6・chu・qu
  77 晃不得 jian・bu・d6

  78老人家 ltio・ren・jia

  79 了不得 lilio・bu・d6

  80 免不得 miti．n・bu・de、

  81舎不得 sh6・bu・de

  82使不得 shl・bu・de

  83説不得 shu6・bu・de

  84 要不得 ytio・bu・de

  85 菊性『 ytio・xing・qi

小姑、夫の妹

夫の弟

切望する

料理人、コック

責めることはできない、道理で

思い切ってやる、命がけでやる

目にすることができない

ご老人、父母

ずば抜けている、ひどい

避けられない

捨てがたい、別れがたい

使えない、だめだ

言ってはいけない、言うに堪えない

貰ってはいけない、だめだ

薬のにおい
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 86由不得y6u・bu・de  思うようにならない、思わず～する

 87怨不得 yubn・bu・de  もっともだ、答めることはできない

以上17例を造語構成法によって分類すると以下のようになる。

V-1

●○〃○型：●○型二音節の後ろに単音節が接合されたもの

 ①修飾型

  85野性〃『
二音節部分“菊性”は、『現双』では非軽声であり、単音節を後置すること

により第二音半が軽声へと変化した。

V 一2

●〃○○型：○○型二音節の前に単音節が接合されたもの

 ①付加型

  65小〃姑子  66小〃叔子  74大〃師傅
 ②動三型

  73 巴〃不得  75怪〃不得  76es 11出去

  79 了〃不得  80 免〃不得  81 舎〃不得

  83 悦〃不得  84 要〃不得  86 由〃不得

 二音節部分は16例中、

ていない。

 動春型12例の二音節部分は『現双』に“不得

78老〃人家

7
9
右
7
-

7
Q
u
Q
u

fun ／／不得

使〃不得

怨〃不得

            “66叔子”のみが『現双』に単語として記載され

     “小”を前置して単語として単用され、三音節軽声語となる。

                      ・bu・de” “出去〃・cha

〃・qa”とピンイン表記されているが、これ等も全てそれぞれ動詞を前置す

ることによってはじめて機能しうる補語である。

    65小〃姑子  74大〃師傅  78老〃人家
の二音節部分は『現双』では。‘ga 'zi” “sh1・fu” ‘‘r6n・jia”とピンイ

ン表記され、本来第二音節が軽声の二音節軽声語であるが、それぞれ“小”

“老” “大”の付加により二音節部分が全て四声の三音節軽声語となった。

 ●〃○○型14例の語構成による分類は以下の通りである。

  1．《二音節部分が単用されない》三音節軽声語：

             i   13例（付加型1例、動補型12例）

  2．《二音節部分が軍用される軽声語の》三音節平声語：
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3例（付加型3例）

VI．

 以上、軽声出現箇所の相違による三分類を、音節構造の相違によって分類

しなおすと以下の通りとなる。

 1．【三音節一形態素】三音節早寒語（●○●型、●●○型）：2例

 2．【二音節〃一音節】三音節軽声語

            （●○〃●型、●●〃○型、●○〃○型）：-計27例

   （1）《二音節部分が単用されない》三音節悪声語：

            12例（付加型2例、修飾型9例、並列型1例）

   （2）．《二音節部分が単用される軽挙語の》三音節軽声語：

                        11例（修飾型11例）

   （3）《二音節部分が単用される三三声語の》三音節軽声語：

                   4例（修飾型3例、並列型1例）

 3．【一音節／／二音節】三音節潤声語

            （●〃○●型、●ノ／●○型、●〃○○型）：計58例

   （1）《二音節部分が単用されない》三音一群声語：

            18例（動賓型2例、動補筆14例、修飾型2例）

   （2）《二音節部分が単層される軽声語の》三音節甲声語：

            25例（付加型3例、動賓型7例、修飾型15例）

   （3）《二音節部分が単用される非軽声語の》三音累卵声語：

                  15例（動賓型7例、修飾型8例）

 修飾型はどの音節構造においても均しく現れているが、中でも二音節割声

語に単音節を接合して作られた三音節軽声語は、この造語法によるものが多

い（36例中26例）。

 全体的に付加型と並列型が少ないのは、『江畔』の単声語選択基準「“子、

美、伯”などの接尾辞がついたもの、重ね型名詞、A里AB型となるような

規則的に現れる実母語は採用しない」でふる．いにかけられたためである。

 【一音節〃二音節】構造にのみ早舞型と功験型が現れるのは、中国語にお

いて単音節動詞め占める割合が圧倒的に高いことの反映であろう。

 二音節軽声語に単音節を前置あるいは後置して作られた三音節々声語が

36例、非軽三二音節語に単音節を前置あるいは後置して作られた三音節軽
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声語が19例、計55例であるのに対し、【三音節一形態素】構造の2例を含

め、三音節でのみ単用しうる語は32例である。このことから、三音節軽声

語は二音節単語あるいは二音節四声語から派生したものが多数を占める、と

いう傾向を見てとれる。

                〔注〕

①ここでいう中国語とは、北方語を基礎方言とし、北京語を標準音とする漢

 民族の共通語である“普通活”を指す。

②全ての軽声が「軽く短く発音」されるわけではない。「従来、北京語にお

 ける軽声音節は、強勢をもつ先行音節に後続する無強勢の音節であるとさ

 れてきた。筆者の実験結果によれば、先行音節が陰干、陽平、去声である

 時はこれに後続する軽声音節は確かに先行音節と相比して弱強勢になる場

 合もあり、無強勢に近くなる場合もある。しかるに先行音節が上声である

 時はそれに後続する下下音節は先行音節よりも必ず強勢をもって発音され

 る」（平井勝利「北京語の寸評音節における音声変化の実験音声学的分析」

 『中国語学』205号、1970年）。上掲論文は北京語を対象としているが、

 北京語の発音を標準音としている“普通活”にも当然あてはまる。即ち、

 先行音節が陰平声（第一声）・陽平声（第二声）・去声（第四声）の場合、

 軽罰音節は弱強勢もしくは、無強勢となるが、上声（第三声）に続く軽声

 音節は却って、強勢をもって発音される。

③一般的に、吟声は古くから常用されてきた使用頻度の高い日常語によぐ見

 られ、書面語や新語には軽声はない。しかし、日常語全てが呼声であると

 いうわけではない。他に、若干の重ね型名詞（“娼娼ma・ma、寄寄g6・ge

 ”など）や並列構造の語（“朋友p6ng・you、清楚qエng・chu”など）に

 も見られる。

④『現代双i吾洞、典』修汀本四劣印需館1996

⑤只管主翁『普通活国訴洞几化剃下錦』上海出版社1999

⑥主に、『下等』でく方〉と注記されている北京方言がそれに当たる。

⑦この基準を採用すると、既出の二音節軽声語を含む三音節軽声語は全て除

 外されることになり、適切な基準とは言えない。しかし、この基準が適用

 されていない語もある。 注⑩参照

⑧『江綿』における軽声語の選択基準に合致していても採用されていない語
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 がある。

 例：“愛美的aim6i・de、雲了bb・le、保不住btio・buzhti……”等

⑨『現双』では、常に軽声で読まれる音節の前に“・”をつける。ただし、

 通常軽声で発音されるが、時として非軽声で読まれる音節は、声調記号を

 つけ、その直前に“・”をつける。

 例：“01疽痢眼几 ba・lay首nr”の“la”は常に軽声。

   “09大栂指 da・mtizhl”の“・mU”は常に軽声に発音されるとは

    限らない。

⑩“04破璃鋼、05破璃望、06破璃体、07破璃紙、08破璃確'および“17葡萄

 干、18葡萄酒、19葡萄糖”は『江：綿』における軽声語の取捨選択基準3「既

 出の軽声語を含む語は、同じく軽声である場合は採用しない」と合致しな

 い。

⑪この外来語は“泳” （意訳）と“激凌” （音訳）の組み合わせであるが、

 “激凌”だけでは形態素としても成り立たないため、“沐激凌”で一つの

 形態素とする。

⑫“巴狗”は『現双』では沃化して“巴几狗barg6u”と表記される。

⑬二音節軽声語“萌芦”に“油”を前置することによって語義が変化した

 “31油萌芦”を含む。

⑭“大学生dbxu6sheng”（非軽声）では「大学生」の意。

⑮“小学生xi50xu6sheng”（非軽声）では「小学生」の意。

⑯ロシア語“πHaTbe”の音訳語で“布拉吉”が一つの形態素であり、分割す

 ることができない。

⑰“場面”に“上”を後置することによって語義が変化した“39易面上”

 を含む。
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